
会長あいさつ� 大阪府在宅保健師の会　会長　池 畑  久 美

　新年明けましておめでとうございます。
　皆様におかれましては新春を健やかに
お迎えのことと心からお慶び申しあげま
す。旧年中は会員の皆様、国保連合会を
始め関係機関の皆様方には当会の活動に

多大なるご支援とご協力をいただき、厚く御礼申しあげ
ます。
　新しい年が穏やかで明るい一年でありますようご祈念
申しあげます。本年７月には東京オリンピック・パラリ
ンピックが開催されます。大きな感動と勇気をもらい、
私達もさらにパワーアップして活動してまいりましょう。
　さて、会員の皆様には、特定健診未受診者対策及び特
定健診受診者のフォローアップ事業、重複服薬者への健
康相談事業等の連合会事業に協力していただいています
が、昨年は対象者の病態に多い動脈硬化性疾患（脂質異常
症）と糖代謝や糖尿病に関する研修会を開催し、エビデン

スに基づく具体的なメカニズムを正しく理解し、生活習
慣改善への効果的な保健指導について学びを深めました。
多数のご参加ありがとうございました。
　少子高齢化が進むなかで、健康寿命の延伸、健康格差
の縮小が大きな課題となっております。昨年厚生労働省
が発表した健康寿命延伸プランは、「すべての人の健やか
な生活習慣形成」「疾病予防・重症化予防」「介護予防・フレ
イル対策・認知症予防」の３分野で具体的な施策を掲げて
おり、益々在宅保健師の活躍が期待されております。
　会員一人ひとりが健康に関わる国の動向や生活習慣病
等の最新情報を積極的に吸収し、地域活動や保健指導に
取り組まれることを願っております。
　本年も当会の活動充実に尽力してまいりたいと考えて
おりますので、皆様のご支援・ご協力をよろしくお願い
申しあげます。
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令和元年度

と　き：令和元年７月16日（火）
テーマ：「動脈硬化性疾患予防のための包括的管理について」
　　　　　　～脂質異常症の治療及び生活習慣改善への支援について～
講　師：慶應義塾大学医学部衛生学公衆衛生学　教授　岡村 智教 先生
参加者：在宅保健師59名、市町村職員39名

第 研1 修回 会

　我が国の死因は、動脈硬化性疾患ががんに次ぎ多くを占めています。動脈硬化性疾患予防には早期から脂
質異常症やメタボリックシンドローム、高血圧、肥満、慢性腎臓病、喫煙など多岐にわたる危険因子を包括
的に管理することが重要で、危険因子の多くが栄養、運動など様々な生活習慣が関わって生じます。
　今回の研修会では脂質異常を中心に他の危険因子との関連性も含め、長期的な視点に立った薬物療法やそ
の副作用の管理、生活習慣改善についての知識を理解し、動脈硬化性疾患予防のための包括的管理に向けた
取り組みについて学びました。

Ⅰ 脂質異常症と動脈硬化
　LDLの値が同じであっても中性脂肪の値が高いほ
ど悪性である。脳、心臓だけでなく、中性脂肪が500
以上になれば急性膵炎など消化器の疾患も引き起こす。
血清コレステロール値は、生活状況、食事に大きく影
響を受ける。そのため「動脈硬化性疾患予防ガイドラ
イン」では「絶対リスク」の概念を管理目標値の設定に
導入し、よりリスクの高い人ほど濃厚な介入（治療）を
行って将来の発病を予防する考えが示されている。

Ⅱ 脂質異常と脳卒中、総死亡の関連
　高コレステロール血症が冠動脈疾患の危険因子であ
ることはエビデンスとして確立している。また、低コ
レステロール血症が冠動脈疾患以外の死亡と関連す
ることは欧米でも知られており、日本独自の知見では
ない。

Ⅲ 脂質異常症の予防と治療
　LDLコレステロールにより動脈硬化が進展する。動
脈硬化を防ぐには血中コレステロールを減らすことが
必要で、血中コレステロールの大部分は肝臓で作られ
た合成コレステロールであるためこれを下げる食生活
を心がけることが大切である。コレステロールの合成
を促進する飽和脂肪酸の摂取に注意し、積極的にコレ
ステロールの合成を抑制する多価不飽和脂肪酸の摂取
を心がけたい。

Ⅳ 糖尿病と動脈硬化性疾患
　糖尿病の悪化による動脈硬化により別の病気（合併
症）を引き起こす。ヘモグロビンA1cの値は、総死亡・
循環器死亡に関連する。

 レガシー効果 
　「糖尿病患者における早期の積極的な血糖管理は、
その後の心血管イベントのリスク抑制につながる」
　動脈硬化性疾患の発症には様々な危険因子が関わっ
ており、１つ１つの値に縛られるのではなく、複数の
危険因子を包括的に管理していく必要がある。

食生活の
改善！
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会員の年齢構成（平成30年９月末時点）
年 代 会員数 回答数
30歳代 3 3
40歳代 14 6
50歳代 20 9
60歳代 46 32
70歳代 23 12
80歳代 1 1
計 107 63

� （回収率59%）
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平成30年９月に大阪府在宅保健師の会 会員の皆様にアンケートを行いました。

（１）現在の就業状況
①就業状況 ②-1．就業先について ②-2．頻度について

　　　（就業者54人中）※1人回答なし

就業している
86%（54人）

定期のみ
47%（25人）

不定期のみ
23%（12人）

定期及び不定期
30%（16人）
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14%（９人）
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（２）現在の就業以外の地域活動等
①地域活動状況 ※１人回答なし

③趣味やサークル活動

②活動先について
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29%（18人）
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〈主な就業先、業務内容〉
【自治体】
特定健診・特定保健指導関係
介護認定審査会
重症化予防事業
重複・頻回受診者訪問

〈主な活動先、活動内容〉
【サロン活動】
転倒防止教室（足指体操）
笑いヨガ　等

〈運動系〉
バドミントン
フラダンス
フォークダンス講師
太極拳
水泳
登山　等

〈美術・芸術系〉
スケッチ
俳句
木工（棚作り）
パッチワーク
フラワーアレンジメント
書道
織物
陶芸
写真撮影　等

〈音楽系〉
コーラス
ゴスペル
ピアノ
アコースティックギター　等

〈その他〉
ガーデニング
高齢者大学校
アロマ＆ハーブのサークル
寺・神社・建築巡り
英会話
オルゴール療法
手話サークル
中医学　等

【介護関連支援】
介護ひといきサロン
認知症カフェ
介護者家族の会役員
介護保険関係施設　等

【その他のボランティア活動】
地域老人会活動
精神保健関係施設
町会活動
地域のキッズクラブ役員
こども食堂
社会福祉協議会役員（理事）　等

【その他】
社会教育委員
後見人Bank登録中
保護司　等

【事業所】
産業保健活動全般
特定健診・特定保健指導関係　等

【ＮＰＯ】
健康サポートＤＯＤO大阪
スマートらいふネット　等

【その他】
医療機関
学校
介護施設　等

母子保健業務
難病支援
がん検診
新任保健師育成支援　等

（活動先）

調査にご協力いただきました
皆様、ありがとうございました。
いただいたご回答・ご意見等は、
今後の活動に活かして
いきたいと思います。

平成30年度 活動状況調査結果
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産業保健師として在宅保健師の会に所属して
� 安齋 郁恵

　私は、産業保健師の契約社員という立場で９年間特
定保健指導を中心にしています。企業に出向き保健指
導が終われば即帰るという状況です。
　職種によって健康づくりの違いはありますが、産業
保健師としての役割は限られたものになっています。
そのため企業訪問は、一つの家庭訪問のような気持ち
で出かけています。対象者にとっての職場はどんな所か、
入ったときの社員の雰囲気はどうであったかを継続支
援に活かしています。しかし短時間の職場訪問では見
えないところも多く、本人から健康づくりの環境が悪
いと聞いても話を聞くだけになっています。
　職場に健康に関する相談の場がほとんどないために、
働く人の健康づくりは個人の力に任されているところ
が大きく自己責任となっています。その中で、病気に
かかり、退職を余儀なくされた方もいらっしゃいました。
厳しい健康づくりの環境で、保健師の力量に任されて

いる面も大きく、保健師の契約社員の定着率の低さも
加えて、積み重ねの少ない保健活動になっているので
はと考えています。
　70歳まで働き続けるという、働き方改革で変動の時
期に来ています。具体的には健康経営や地域とのコラ
ボヘルス、重症化予防などです。健康づくりは医療関
係者だけでなく、他の職種ともつながって総合的に行
わないとうまく進んでいかないと思います。
　いろんなことが変わりつつある状況で新しい情報や
知識を得て日々活動していかなければいけない中、在
宅保健師の会の研修の期待は今後も大きくなっていく
と思います。私は経験年数が短く、経験も不足してい
ましたので、在宅保健師の会に所属して20年間いろい
ろな経験をさせてもらい、また会員の保健師の交流で
育てていただいたと感謝しています。

笑って、踊ってハッピー「在宅保健師の会」ライフ
� 大塚 幸子

　保健所で10年間勤めた後、３
人の子育てと４人の両親の介護の
ために退職し、趣味のフォークダ
ンス講師をしながら、現在まで市
町や企業に非常勤保健師として勤
めました。２年前に趣味の家に建
て替え、人生、今が一番幸せです。
　本会では、劇団「なにわびょう

たん」に入れていただき、健康劇を通して健康づくり等
の啓発を行ってきました。先輩方と大阪府内での巡業
がとても楽しく、印象深い思い出です。ちょうどこの頃、
地元で開催された笑いヨガの体験講座を受講したこと
をきっかけに、正式に笑いヨガのリーダー資格を取得
し、健康法の一つとして健康劇にも取り入れ、たくさ
んの地域住民に体験していただきました。
　２年前からは笑いヨガサロン「笑うたりーな」を自宅

で月２回開催しています。サロンメンバーとともに介
護施設、町内会、お寺の檀家集会等に出向き、笑いの
宅配をしつつ、在宅保健師の会設立20周年記念特別講
演会で笑いヨガ協会の高田先生に学んだ「笑トレ」の笑
う動作と筋トレ運動の相乗効果も、熊取町のタピオ体
操ステーションを巡回して皆様に伝え、効果を実感し
ています。
　夫には、背中に羽が生えていると言われていますが、
こうした活動ができるのも夫の理解と応援のお陰と感
謝しています。また、年末には６人目の孫が誕生する
予定ですので、益々笑って、踊って、ハッピー「在宅保
健師の会」ライフに磨き
をかける予定です。
　今後は、町ぐるみの
笑トレ活動が防災の基
本になると思います。

在宅保健師の様々な場での活動をご紹介します。

会員には市町村等の地域保健の経験者が多いことから、産業保健師の視点として安齋郁恵さんに、また、

地域で「笑トレ」活動にも意欲的に取り組まれている大塚幸子さんに現在の活動内容や在宅保健師の会

について感じていること等をご寄稿いただきました。

活 動 紹 介 コ ー ナ ー
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● 高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施について
　令和２年度からの本格実施に向け、令和元年９月27日に「高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施の推進に
向けたプログラム検討のための実務者検討班」報告書が公表されました。後期高齢者医療広域連合から高齢者の保
健事業を市町村に委託し、地域に応じた保健事業を展開するスキームになっています。

● 糖尿病性腎症重症化予防について
　厚生労働省・日本医師会・日本糖尿病対策推進会議の三者が連携協定を締結し、平成28年４月に国レベルで策定
された「糖尿病性腎症重症化予防プログラム」に基づき、重症化予防に取り組む保険者は全体で約８割にまで増加し
ています。その一方で「関係団体との連携体制づくり」に６割以上の保険者が課題を感じているなど、取組みの質に
はばらつきが見られることも明らかになってきました。このことから、より効果的・効率的な事業の実施を目指す
ために同プログラムは平成31年４月に改定され、以下のポイントについて詳細が示されました。

TOPICS

≪プログラムの改定のポイント（一部抜粋）≫
⃝市町村の庁内連携体制の整備
　�市町村等の関係各課（健康増進課、高齢者医療担当課等）間の連携を図り、共通の目標で取り組むための庁内

連携体制を構築する。
⃝地域における関係機関との連携体制の強化
　�かかりつけ医との連携：事業の企画時や準備時、評価時など様々な時点できめ細かく相談することで、かか

りつけ医と連携したPDCAサイクルに基づく取組みとする。
⃝国保から後期まで継続的な評価の実施
　�対象者が後期高齢者医療制度へ移行し広域連合が事業実施をする場合であっても、保険者間の引継ぎを密に

することで、継続的な評価を可能にする。
⃝地域の実情に応じた各都道府県の糖尿病対策推進会議等との連携
　�同会議等に対して情報提供を行うのみならず、助言を受け事業に反映することで、専門的知見によって取組

みの質の向上を図る。
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新会員のご紹介

⃝ 井上 恵子さん ●⃝

⃝ 神藤 久壽美さん ●⃝

⃝ 金子 由美子さん ●⃝

⃝● 植野 絹子さん ●⃝

⃝● 髙橋 真由美さん ●⃝

⃝ 小田 晶子さん ●⃝

⃝ 佐々木 純子さん ●⃝
⃝● 久保 弘美さん ●⃝

　新たに19名の方を在宅保健師の会にお迎えしました。新会員の皆様の中から15名の
方に入会動機や会に期待すること等を投稿していただきましたので、お名前の50音順に
原文のままご紹介します。
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⃝● 門田 加奈さん ●⃝

⃝● 辻 惠子さん ●⃝

⃝● 森澤 薫美さん ●⃝

⃝ 谷口 朋子さん ●⃝

⃝ 濱田 典子さん ●⃝

⃝ 山中　和子さん ●⃝

⃝● 橋本 詠子さん ●⃝

会員状況（令和元年11月１日現在）
〈ブロック別分布〉

ブロック 構成市町村 会員数
北　摂 池田市、吹田市、茨木市、箕面市、摂津市、能勢町、豊能町、島本町 19

河　北 守口市、四條畷市、大東市、門真市、交野市 2

中　部 松原市、柏原市、羽曳野市、藤井寺市、富田林市、河内長野市、大阪狭山市、
河南町、太子町、千早赤阪村 16

泉　州 高石市、泉大津市、和泉市、岸和田市、貝塚市、泉佐野市、泉南市、阪南市、
忠岡町、熊取町、田尻町、岬町 13

政令市・中核市 堺市、豊中市、高槻市、枚方市、東大阪市、八尾市、寝屋川市 27

大阪市 ー 28

他府県 ー 14

合　計 119

〈年齢構成〉
年　代 会員数

30代 3

40代 16

50代 18

60代 49

70代 31

80代 2

合計 119

〈会員の当会における活動状況（平成30年度）〉
　全会員中、約６割の方に事業（※1）への協力をいただき、約７割の方が研修会等（※2）に参加されました。
　また、約１割の方については、研修会の出欠や活動状況調査にも回答がないなど活動が確認できませんでした。
　※1：国保連合会の保健事業、会報への寄稿など（謝礼の有無は問わない）
　※2：総会・記念講演会、研修会（2回）、設立20周年記念特別講演会・交流会
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【事務局】

大阪府国民健康保険団体連合会
企画事業室　企画事業課　保健事業係
〒540-0028 大阪市中央区常盤町１丁目３番８号（中央大通FNビル内）

TEL　（06）6949-5375
FAX　（06）6949-5370
H　P　 http://www.osakakokuhoren.jp/

　過去から会報への要望として、「公私を問わず
各会員がどんな活動をしているか知りたい」との

声が聞かれ、今回は安齋さんと大塚さんからご自身の活動につ
いて、また新会員の方から入会動機等をご寄稿いただきました。
　令和２年度は「高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施」
が本格施行されますが、今後も国の動向等の最新情報と会員の活
動紹介をバランスよく掲載した会報をお届けしたいと思います。
　会員の皆様には、是非難しく考えずに会報への寄稿にご協力
いただけましたら幸いです。

編集後記

I N AF TO IR OM N

平成29年～令和元年新会員のご紹介� （敬称略・入会順）

大阪府在宅保健師の会 入会のご案内
　保健師としての豊かな知識・経験を生かして地域
住民の健康づくりに取り組みませんか？興味のある
方は下記事務局までお問い合わせください。
 主な活動 
⃝連合会事業への参加
⃝�時代に合った専門職としての活動に向けた知識や
技術習得のための研修会への参加
⃝情報交換や会員相互の交流　など

保健師の資格をお持ちの方が身近に

いらっしゃいましたら、是非ご紹介ください。

令和２年度総会・記念講演会（予定）
とき：令和２年４月下旬
場所：�大阪府国民健康保険団体連合会�

３階会議室
内容：

総　会
【認定事項】
　１）�令和元年度大阪府在宅保健師の会事業

報告について
【議決事項】
　１）�令和２年度大阪府在宅保健師の会事業

計画について

記念講演会

※テーマ及び講師は検討中です

令和２年度保健事業計画（予定）
事業名

特定健診受診勧奨（健康相談）等支援事業
特定健診未受診者対策事業

特定健診受診者のフォローアップ事業
重複服薬者への健康相談事業

会員の
皆様へ

お名前 住所地

野田 千恵子 富田林市

岡本 まつ江 枚方市

森長 　康子 奈良県香芝市

武部 ひとみ 大阪市

濱田 　典子 高石市

髙橋 真由美 富田林市

佐々木 純子 京都府京田辺市

小田 　晶子 泉大津市

山中 　和子 大阪市

谷口　 朋子 茨木市

お名前 住所地

辻　　 惠子 奈良県香芝市

金子 由美子 大阪市

久保　 弘美 奈良県生駒市

森澤　 薫美 大阪市

神藤 久壽美 岬町

門田　 加奈 箕面市

橋本　 詠子 大阪市

井上　 恵子 枚方市

植野　 絹子 堺市

新規入会者の多くが会員のご紹介をきっかけに入会されています。
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